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〇８月４日（木） 

 午後１時 30 分から、新潟市役所において、新たな交通推進事業ついて説明を

受けました。新潟市には、事前に、（１）BRT 導入の経緯、（２）事業内容、（３）

全市的なバス路線の再編、（４）課題について質問文を送付しており、説明はこ

の流れで行われました。持続可能な公共交通ネットワークという観点からコス

ト面も勘案し BRT 新バスシステム導入に至った決定過程、新バスシステム導入

に対する計 186 回の市民向け説明会を開催した市民との合意形成過程、導入か

ら約１年経過した現段階での事業状況を特に詳しくお話し頂き、本市の交通ま

ちづくりと現状からも考えるべき点がたくさんありました。 

   

 

〇８月５日（金） 

午前９時半から、新発田市役所において、「新庁舎建設の経緯」と「中心市街

地活性化事業奨励支援事業」について説明を受けました。 

 新発田市の現庁舎は、昭和 39 年４月に本庁舎が焼失した為突貫工事で建てた

ものであり、狭い・耐震性・課の配置が分散しているなど多くの問題があった

そうです。建替えの必要から、平成４年から庁舎建設基金の積立をはじめ、建



替え前で 23 億円程度まで積立て。実際かかった建替え費用は約 61 億円（内基

金取崩し 10 億円、合併特例債 95％対象）で、合併特例債の効果が大きく、庁舎

建設基金は 10 億円だけで済んだとの説明でした。また検討経過・内容について

も、庁内プロジェクトが立ち上がった時から市議会での議論も含めて大変参考

になるものでした。 

 中心市街地活性化奨励支援事業では、創業支援をはじめとする中心市街地活

性化事業助成金制度について説明を受けました。実績としては残念ながら閉店

となったものも 12 店舗（助成実績 48 店舗）あるとのことで、課題も含め本市

においても参考になる事業でした。 

   

 


